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④登る道々、⽬にとまった草花の名を⼿帳に書きとめて来たが、休むに都 
 合のよい岩のあるこの⼭頂には、殆どそれらの花々が咲いていた。 
        ＜中略＞ 

  天気がどんよりしているので、蝶の姿は殆ど⾒えないし、ヒヨドリとホ
ホジロとモズの声を遠くに聞いただけだ。 
 あとはぼんやりとここに座っていればよい。誰もいない。何にも考えない。
⾵もまるっきりない。頭上の雲には天をのぞける少しの隙間もない。20 満分
の 1 の「⼀ノ関」と 5 万分のⅠの「⼈⾸」の地図を開いて、⼭の名をさがし 
⾕の名を⾒つける。その⼭や⾕には、秋がよどんでいた。このあたりがきら
びやかな⾊彩に賑わうことは考えられない。草が⻩ばみ、褐⾊を増しながら
雲の下にかくれていくのではないだろうか。 
 書き忘れたが、この⼭頂には、賢治の短歌が厚い板に書かれて⽴っている。 
「みちのくの 種⼭ヶ原に 燃ゆる⽕の 

なかばは雲に とざされにけり」 
 賢治もこの秋の種⼭を歌にしたのであるが、ほかに 8 ⾸ある。それらの 
中のメラファイアーの露頭は⼭頂を北に向って少し下ったところにある。 
※他 2 ⾸ 
 「オパールの 雲につつまれ 秋草と 
         われとはぬるる 種⼭ヶ原」 
  
 「⽬のあたり ⿊雲⽴つと まがひしは 
          ⿊扮岩の 露頭なりけり」  
 

⑤ 私はいつ知れず迷い出していた。姥⽯で聞いて、そんな道はついてい 
ないという五輪峠への尾根を辿りたくなった。雲が湧かない限り、霧が流 
れ始めない限り、⼤して深い藪こぎもせずに⾏けそうに思えるが、ともか 
く⼤森⼭の上まで⾏って更に北の尾根を⾒なければならない。 
 私は道のない草原を駆け下りた。⿊扮岩の壁の下に⽔の湧き出ている所 
を⾒つけた。そこのしめった⿊⼟には、⾺の⾜あとがいっぱいだった。⾺ 
の⽔のみ場で私も腹這いになってその⽔を飲んだ。 
 道々5，6 頭の⾺や、少しはなれたところには 2 頭の緬⽺もいた。しかし 
⼤森⼭の⼿前の広い鞍部には⾺がいっぱいいた。私は少々具合の悪い想い 
でそこをとおり抜けてリュックサックを下ろして休むと、その中の 1 頭が 
やって来て、顔を寄せてくる。幼い時に⾺に乗ったことはあるけれども、 



こんな⾵に顔を寄せて来る⾺を撫でたことはない。君、君ボクガサワッテ 
モ、オコラナイカイ？カマナイカ？ 
 ⾺の⿐⾯はその⽑が短く刈り込んであるようで⼿のひらがくすぐったい。 
少し怖くなってかるくたたいてやるとポンポンいう。 

 「⾺は何か欲しがっている。リュックサックを⿐⾯で押してみている。 
気ノ毒ダケド何モナインダヨ。かすてらデヨカッタラ、サッキ買ッテ来タ 
ノガアルンダケド。 

そのうちに⾺はあとからあとから寄って来る。腰を下ろしてもいられな 
いので⽴ち上がった私は⼗数頭の⾺にまるくとり囲まれ、いつか何処かで 
こんな⽬に遭ったような気がしてはっきり思い出せなくて困ったものだ。 
⼈間のお嬢さんたちだったら、⼿帳をやぶってサインをすれば何とか恰好 
がつくのに僕ハ⼀体ドウシテアゲレバイイカ？ と、ほんとうに声を出し 
ていった。」あんまり 1 頭のばかりを撫でていると傍らのが怒るのだ。怒 
るのは勝⼿だが、私の前で猛々しい真似はして貰いたくない。顔をすりよ 
せるその容⼦は猫のあまえるのと同じだ。そうして驚いたことには、猫が 
そうするようにごろんと寝ころんでしまう。 
 これほどにまで愛情を⽰してくれて、光栄でもあるし、くすぐったくも 
あるのだが、その愛情に報いるにはどうしてよいのかさっぱり分からない。 
昼⾷代わりに持っていたカステラはもうみんなにあげてしまったし・・・・・。 

 
⑥ ⾺たちと遊んでいたので⼤森⼭の頂上についたのは 12 時だった。種 
⼭はその時もう頂上を雲にかくし、⻄南の⼭々は⾒えなくなり、その雲 
は私がやって来た草原を数倍の速さで進んでくる。五輪峠の⽅向は⼤体 
⾒えるが、この雲より早く歩く⾃信はない。最後に別れた 2 頭の⾺は、 
まだこっちを向いてそのまま⽴っている。⼩さく⾒える。 
 この雲は⾬を降らせるかどうか分からないが、種⼭ヶ原の雲に包まれ 
て、五輪峠に⾏く元気がどうも私にはなくなって来た。野宿は構わない 
が、秋の夜の⾬に濡れて⼀夜膝を抱えている⾃分を想像するとあまり侘 
しすぎる。⼼残りもあるのだが、もうこの⼭頂へ鞍部から這い上がりだ 
した雲に追い⽴てられる気持ちで⻄の急な斜⾯を下り始めた。＜中略＞ 
 ともかく中沢という部落へ下り、そこから⼈⾸へ出て、空模様によっ 
て明⽇のことを決めることにした。そうしたら落ち着きが出来て、私は 
クサボタンの花をノートに描いたりした。 

「みちのく牧歌」（昭和 30 年 9 ⽉号）より  次号は草野⼼平⽒と種⼭ヶ原についてお知らせ 
します。   


